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コミュニケーション支援に関する地域コミュニティの役割 

－ 楽暮プロジェクトの活動から － 
竹島 久志* 

 
 「楽暮（らぼ）プロジェクト（宮城にAACとATを広める会）」は，障害等のためにコミュニ

ケーションが難しい方の支援方法や支援機器に関する情報交換の場として，宮城県仙台市を中

心に活動する地域コミュニティである．会員は日常的に障害者と接している方々であり，様々

な職種・立場の方が参加している．メーリングリスト，月例会，イベント（年 1 回）を通じて

支援方法や支援機器についての情報交換を行っている．これまでの活動の評価と今後の活動の

参考のために，メーリングリスト参加者を対象としたアンケート調査を実施した．その結果，

楽暮プロジェクトに強く期待していることは，「異なる職種（立場）の関係者との結びつき」，

「支援方法等に関する相談の場」，「支援方法・支援機器等に関する情報提供（情報交換）」

であることが分かった．コミュニケーション支援は，多様な立場の方々の協働作業が必要とい

われている．楽暮プロジェクトのような地域コミュニティは，関係する情報を提供（情報交換）

すると共に，様々な立場（職種）の人々を結びつける役割を担っていると考えられる． 
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１．はじめに 

「楽暮（らぼ）プロジェクト（宮城に AAC

と AT を広める会）」は，障害等のためにコミ

ュニケーションが困難な方の支援方法や支援

機器に関する情報交換の場として，宮城県仙

台市を中心に活動している地域コミュニティ

である．2005 年 3 月から活動を始め，現在 4

年目である．主な会員は，日常的に障害者と

接している方々であり，様々な職種・立場の

方々が参加している．メーリングリスト，月

例会，イベント（年 1 回）を通じて支援方法

や支援機器についての情報交換を行っている． 

楽暮プロジェクトのようなコミュニケーシ

ョン支援に関心のある支援者の地域的な集ま

りの役割や意義はなんであろうか．また，会

員は何を求めて本会に参加しているのであろ

うか．これらを確認するために，メーリング

リスト参加者を対象としたアンケート調査を

実施した．本報告では，まず楽暮プロジェク

トについて紹介し，次にアンケート調査の結

果を元に，このような地域コミュニティの役

割や意義について考察する． 

 

２．楽暮プロジェクトの紹介 

2.1 活動内容 

楽暮プロジェクトの主な活動は，メーリング

リスト，月例会（月 1 回），イベント（年１

回）である． 

メーリングリストに投稿される内容は，月例

会やイベントの案内，研修会の案内，支援機

器の紹介等が多い．月平均のメッセージ数は

32.8 通である． 

月例会は，毎月第 1 土曜日または日曜日の

午後 1 時 30 分から 3 時間程度開催している．

そこでは，実践報告や支援機器の紹介などの

各種情報交換をする会と，スイッチ製作やお

もちゃの改造をする工作会を実施している．

会場は，東北大学または仙台電波高専を利用

している． 

イベントは，これまでに 4 回実施した．図 1

に，2007 年のイベントのプログラム概略を示

す．講演者は，著名な外部講師にお願いする



 

 

他，地元の方（会員）にもお願いしている．

企業セミナーは，通常の展示中には十分に伝

えられないこと（開発の意図，導入事例など）

を話していただくために設けている．情報交

換会では，参加者の組織紹介または自己紹介

を実施し，参加者相互の人脈形成に役立てる

ことを狙っている． 

 
この他に，ホームページ 1)による情報発信も

会の活動として実施している．また，2008 年

3 月にはコミュニケーション支援に関する実践

報告会を実施し，その際の資料を冊子（楽暮

プロジェクト活動報告書 Vol.1）にまとめた． 

 

2.2 会員 

会員には，月例会に参加する会員（年会費

1,000 円）とメーリングリストに参加するメー

ル会員（無料）がある．会員，すなわち年会

費支払者の人数は，2005 年度～2007 年度のい

ずれの年度でも 24 名であった．メール会員は

2008 年 5 月現在で 82 名（内 4 名はメール配達

不能のため停止中）である． 

図 2 にメール会員の職種の割合を示す．特別

支援学校教員やリハビリテーション専門職

（OT,ST が中心）が多いが，大きな偏り無く関

係する職種・立場の方々が参加している． 

 

３．アンケート調査 

楽暮プロジェクトのこれまでの活動の評価と

これからの活動の参考のために，アンケート

調査を実施した．アンケートは楽暮プロジェ

クトのメーリングリストを通じて依頼し，メ

ールで回答を得た．アンケート調査の対象者

は，メール会員 82 名中配送停止中の 4 名と筆

者を除いた 77 名である．回答期間は，依頼メ

ールの発送日を含めて 19 日間である．アンケ

ート全文を付録１に示す． 

 
3.1 回答者 

回答者数は 23 名であり，調査対象者に対す

る回答割合は 30％である．回答者の職種割合

を図 3 に示す．半数以上がリハビリテーショ

ン専門職および医療関係者を占め，図 2 に示

すメール会員の職種割合とはずれてしまった．

これを踏まえて回答を分析する必要がある． 

回答者のイベント（4 回開催）への参加状況

は，1 回以下が 8 名，2 回以上が 15 名であっ

た．回答者の月例会への参加状況は，5 回以下

が 13 名，6 回以上が 10 名であった．回答者に，

イベントや月例会への参加頻度の偏りはあま

り無いといえる． 

 

図 1：第 4回イベントのプログラム概要

第 4回楽暮プロジェクト・イベント 

   (2007 年 9月 2日 10 時～16 時） 

1. セミナー1：小松敬典氏 

      （東京都立光明養護学校） 

2. 機器展示１（7件），昼食 

3. 企業セミナー 2件 

4. 情報交換会（参加者全員自己紹介） 

5. 機器展示２ 

6. セミナー２：伊藤洋子氏 

     （たけくまこどもことばの教室）

図 2:メール会員(82 名）の職種割合 
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図 3:アンケート回答者(23 名）の職種割合 
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3.2 役に立ったこと 

問 2 では「これまでに楽暮プロジェクトが役

だったこと」を記入してもらた．代表的な回

答を以下にまとめる． 

(a)メーリングリストについて 

・イベントや支援機器の情報を入手できた． 

・関係組織等の研修会等の案内ができた． 

(b)月例会について 

・異なる職種の方と知り合えた． 

・異なる職種の実践が参考になった． 

(c)イベントについて 

・著名な方の講演を聞くことができた． 

・地元で活躍されている方の実践を知ること

ができた． 

・支援機器の実物に触れることができた． 

(d)工作会について 

・工具，場所を借りることができた． 

・必要な材料をそろえてもらった． 

 

3.3 期待すること 

問 3 として「楽暮プロジェクトに期待するこ

と」を 17 項目に分けて，「期待しない」，

「期待する」，「非常に期待する」の 3 段階

で回答してもらった．図 4 に，回答の集計結

果を示す．図中の評価点は，「期待する」を 1

点，「非常に期待する」を 2 点として集計し

たものである． 

 

 

４．考察 

図 4 を見ると，会員が楽暮プロジェクトに強

く期待していることは， 

1. (g)異なる職種（立場）の関係者との結び

つき 

2. (c)支援方法に関する相談の場 

3. (i)支援方法・支援機器の情報提供（情報

交換） 

であることがわかる． 

会員は，コミュニケーション支援に関する相

談の場や情報を求めており，その際に，自分

とは異なる職種の知識に期待していると思わ

れる．第 3.2 節で示した「役だったこと」の

回答の中に，「異なる職種の方と知り合え

た．」，「異なる職種の実践が参考になっ

た．」等の記述があることからも，このこと

の必要性が伺える．コミュニケーション支援

は，多様な立場の方々の協働作業が必要とい

われている．異なる職種の関係者を結びつけ

ることは，楽暮プロジェクトの大きな役割の

一つといえる． 

 

５．まとめ 

楽暮プロジェクトのこれまでの活動の評価と

今後の活動の参考のために，アンケート調査

を実施した．その結果，楽暮プロジェクトに

強く期待していることは，「異なる職種（立

場）の関係者との結びつき」，「支援方法等

に関する相談の場」，「支援方法・支援機器

 

20
22
24
26
28
30
32
34
36
38

評
価
点

図 4:会に期待すること（問 3）の評価点： 

  評価点は，[期待する]を 1点，[非常に期待する]を 2点として合計した． 



 

 

等に関する情報提供（情報交換）」であるこ

とが分かった．楽暮プロジェクトのようなコ

ミュニケーション支援に関する地域コミュニ

ティは，関係する情報を提供（情報交換）す

ると共に，様々な立場（職種）の人々を結び

つける役割を担っていると考えられる． 

 
参考 
1) 楽暮プロジェクトのホームページ 

http://www.geocities.jp/rabopj/ 

 

付録 A：アンケート全文 

楽暮プロジェクトの活動に関するアンケート 
 楽暮プロジェクトのこれまでの活動の評価と今後の

活動の参考とするため，以下の問いにご回答ください． 
 本アンケートの結果は，楽暮プロジェクトホームペ

ージで公表する他，研究会・論文等で利用する場合が

あります．その際，本アンケートの結果は，統計的に

処理し個人の特定ができないように配慮します． 
【選択肢の選択方法】 
 該当する選択肢を残して，該当しない選択肢を削除

してください．選択肢に無い回答をしたい場合は，直

接記入してください． 
[問 1] あなたについて教えてください． 
(a) あなたの職種・立場 ※複数選択可 
１．養護学校等教員 ２．言語聴覚士 ３．作業療法

士 ４．理学療法士 ５．音楽療法士 ６．医師 ７．

看護師 ８．保育士 ９．当事者 １０．当事者の家

族等関係者 １１．障害者施設等職員 １２．支援機

器等取り扱い業者 １３．支援機器等開発者 １４．

研究者 １５．学生 １６．ボランティア １７．そ

の他（              ） 
(b) 楽暮プロジェクト・イベントへの参加回数．※こ

れまで 4 回開催 
１．なし ２．1 回 ３．2 回 ４．3 回 ５．4 回 
(c) 月例会への参加頻度 ※これまで 30 回開催．

（ ）内は目安． 
 １．参加したこと無い  
 ２．数回参加した（1 回から 5 回程度）  
 ３．ときどき参加する（6 回から 19 回程度） 
 ４．よく参加する（20 回程度以上）   
[問 2] これまでに楽暮プロジェクトの活動・存在があ

なたにとって何らかの役に立ったことがありますか．

役立ったことがある場合は具体的に教えてください

（複数例提示可）．以下の活動ごとに回答してくださ

い． 
(a) メーリングリスト 
 １．特にない ２．役立った [役立った例] 
(b) 月例会 
 １．特にない ２．役立った [役立った例] 
(c) イベント 
 １．特にない ２．役立った [役立った例] 
(d) 工作会 
 １．特にない ２．役立った [役立った例] 

(e) その他役に立った例がありましたら以下に簡単に

ご記入ください． 
[問 3] あなたが楽暮プロジェクトに期待すること（こ

れまでにやっていないことを含めて）を教えてくださ

い．以下の項目についてご回答ください．回答に際し

て希望や補足等がございましたら，自由にご記入くだ

さい． 
(a) 実践・研究・活動等報告の場 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
(b) 研究会，学会，会議，研修会等への参加報告の場 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
(c) 支援方法等に関する相談の場 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
(d) 講演会・セミナ－の開催 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [希望講演者・内容] 
(e) ワークショップ・研修会（講師あり）の開催 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [希望研修内容] 
(f) 勉強会（講師なし）の開催 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [希望勉強内容] 
(g) 自分と異なる職種（立場）の関係者との結びつき 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [結びつきたい職種・立場] 
(h) 自分と同じ職種（立場）の関係者との結びつき 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
(i) 支援方法・支援機器等に関する情報提供（情報交

換） 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [種類・分野] 
(j) 支援機器類の貸出事業 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [希望貸し出し機器] 
(k) 支援機器類の展示会 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [支援機器の種類・分野] 
(l) 支援機器類の試用・体験会 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [支援機器の種類・分野] 
(m) スイッチやおもちゃの改造等の工作 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [希望工作物] 
(n) スイッチ適合やパソコン設定の直接支援 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
(o) 当事者への直接支援活動 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
(p) 行政・政治・社会に向けた提言等の発信 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [提言等の内容] 
(q) 地域社会との積極的な関わり 
１．期待しない ２．期待する ３．非常に期待する 
 [関わり方] 
(r) その他楽暮プロジェクトに期待することや 
 やって欲しいことがありましたら，自由にご記入く

ださい． 
以上，ご協力ありがとうございました． 
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